
　本校は、平成24・25年度の二年間にわたり、文
部科学省「道徳教育総合支援事業」の一環として、
愛媛県教育委員会から「特色ある道徳教育推進事業」
の指定を受けて研究をしてまいりました。「他国を
尊重し、国際社会の平和と発展や環境の保全に貢献
する心を養う研究」と題した取組の一端をご紹介い
たします。

　1年次は、手探りながら、道徳の時間や各教科の
学習の充実を図るとともに、道徳性を育む様々な体
験活動を実施しました。特に、体育祭や合唱コンクー
ル等の集団で競う活動においては、リーダーを中心
に集団としての結束を高め、互いを高めあう態度や
相手を思いやる気持ち等の育成に努めてきました。
また、こうした態度が一時的なものとして終わらな
いよう、「すべてにおいてNo.1の学校を目指そう！」
を合言葉に、学習活動と部活動において根気強く取
り組むよう指導しました。学習活動においては家庭
学習の習慣の定着に、部活動においては挨拶の指導
に力を注ぎました。 
　さらに、生徒会の「ペットボトルキャップ回収運
動」を中心に活動を展開し、城南中学校生徒として
の自覚と誇りをもつことをねらいとして取り組みま
した。ペットボトルのキャップを集め、アフリカの

子どもたちのためのワクチンに
換える運動です。その結果、校
区内はもちろん市内外からの支
援を得ることができ、活動に広
がりができるとともに、生徒た
ちの活動意欲も向上が見られる
ようになってきました。

　2年次は、さらに研究主題に迫るべく、国際理解
を取り扱った教材の活用や体験活動の充実に努めま
した。
　道徳の時間にお
いては、外国の文
化や生活、外国で
活躍する日本人等
を扱った教材を積
極的に活用しまし
た。また、外国人留学生や宇和島市で生活する外国
人の方々等との交流も度々行いました。それぞれの
国の人々のものの考え方を理解することや異文化に
触れるとともに、日本の文化や生活等も紹介してい
きました。さらに、JICAや各種NPO法人等で開発
途上地域の経済や社会の発展に寄与し、国際協力の
促進を目的として活躍している職員を講師として招
へいしました。各国の文化や生活、そこで暮らす人々
の考え方、具体的な活動状況等を聞き、生徒たちの
視野を、徐々に世界へと広げていきました。
　生徒たちは、こうした二年間にわたる学習をとお
して、国際理解や世界の平和や発展に寄与するため
自分たちにできることは何かを考える等、現実的な
課題として取り組み始めています。さらに、その根
底には、世界中で生活するすべての人々を、地球上
で暮らす一人の人間として尊重し、認め合うことが
大切であることに気付き始めているようです。
　今後も、こうした活動を継続し、子どもたちの視
野がより広い世界へ広がることを願っています。

他国を尊重し、国際社会の平和と
発展や環境の保全に貢献する心を養う研究
愛媛県宇和島市立城南中学校　校長　是澤 祐二

【商店への依頼】

【中国人留学生との交流会】

互いを認め合い、支え合い、
協力する態度の育成
互いを認め合い、支え合い、
協力する態度の育成

１年次の
取組

自国を愛し、国際的視野に立って、
世界の平和と人類の幸福に貢献する
態度の育成

自国を愛し、国際的視野に立って、
世界の平和と人類の幸福に貢献する
態度の育成

2年次の
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  城南中学校ホームページ
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道徳教育を考える
特集

学校を生き生きとした人間教育の場に
－特別の教科「道徳」を起爆剤にして－
昭和女子大学大学院　押谷由夫

人権の視点と道徳教育
－国際的な市民性教育の文脈の中で－
大阪大学大学院　平沢安政

発信！北から南から
健やかな心と体の育成
－「いのちの教育」の取組－
富山県教育委員会

クローズアップ！教育の現場
他国を尊重し、国際社会の平和と発展や
環境の保全に貢献する心を養う研究　
宇和島市立城南中学校　是澤祐二
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日常生活の安全と安心に配慮したデザインの大切さ
関西大学　河田惠昭

これからの防災教育はどうあるべきか
～釜石の事例から得られる知見～
群馬大学　片田敏孝

発信！北から南から
校区の設置状況に応じた
小中連携・一貫教育の推進！　
日光市教育委員会

クローズアップ！教育の現場
安全指導と「安全を学ぶ」
ということ　
大阪教育大学附属池田小学校　
松井典夫
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